「BioJapan2011におけるロシア・CISのバイオ関連技術の紹介」
2011年9月27日
ISTCでは、来る10月5日から同7日に「パシフィコ横浜」で開催されるBioJapan 2011に参加し、ロシア・CISのバイオ関連技術について紹介いたします。
今回紹介する「ロシア・CISにおけるバイオ関連技術」は以下のとおりです。
小間（ブース）番号：　「B７０３」
１）「金属を含有するミクロペクチンの医療への応用」　（キルギスタン）
２）遷移金属‐アミノ酸シッフ錯体を用いた放射線防護剤の開発」　（アルメニア）
３）「新種のクロストリジウムを用いた直接発酵によるエタノールの製造」　（グルジア）

４）「ハイドロカーボンを吸収する植物」　 （グルジア） 


- ハイドロカーボンに汚染された環境の植物による浄化と環境保全のための


　“Green Filter” への応用 -　

５）「植物から抽出された抗酸化物質のプロバイオティクスによる機能強化」　（ロシア）

　　- 放射線影響の低減、免疫機能の活性化やがん予防に向けて -

６）「オゾンやエアロゾルもシャッタアウトする軽量かつ簡便なマスク」　（ロシア）
７）「Orchemed (オルケミド: Organic Chemistry for Medicine ）」　（ロシア）

- 化学と薬学分野における研究協力のためのネットワーク -
８）「新しい製剤を開発するためのOrchemed Projects」　（ロシア）
１）と２）の研究につきましては、関連研究者がブースに控えています。ご質問があれば、詳しい内容について説明することができます。日露の通訳ができるスタッフもいます。

何か新しい発見があるかもしれません。

是非、会場へお越しください。ISTCの日本語パンフレットも会場のブースに置いてあります。
よろしくお願いいたします。
連絡先：

ISTC Japan Team　（担当：　濱田、サーシャ、ユーリャ、渡邊）
e-mail: japan@istc.ru　
